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3月定例会

上金沢町在住の小野さんご一家です。
新しい家族も増えて、元気で明るく楽しい
毎日です。

昭和、平成、令和へと！昭和、平成、令和へと！
みんな笑顔で、「ハイ」ポーズ！みんな笑顔で、「ハイ」ポーズ！

扌新庄市議会
　HPはコチラ
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種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

　【市長提出】

報告 第１号 損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 了承

議案

第４号 令和５年度新庄市一般会計補正予算（第７号） 可決

第５号 令和５年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決

第６号 令和５年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 可決

第７号 令和５年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 可決

第８号 令和５年度新庄市水道事業会計補正予算（第４号） 可決

第９号 令和５年度新庄市下水道事業会計補正予算（第５号） 可決

第10号 令和６年度新庄市一般会計予算 可決

第11号 令和６年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 可決

第12号 令和６年度新庄市介護保険事業特別会計予算 可決

第13号 令和６年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決

第14号 令和６年度新庄市水道事業会計予算 可決

第15号 令和６年度新庄市下水道事業会計予算 可決

第16号 新庄市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第17号 新庄市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第18号 新庄市消防団条例の一部を改正する条例について 可決

第19号 新庄市介護保険条例の一部を改正する条例について 可決

第20号 新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について 可決

第21号 新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第22号 新庄市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 可決

第23号 新庄市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例について 可決

第24号 新庄市水道給水条例の一部を改正する条例について 可決

第25号 新庄市教育委員会教育長の任命について 同意

第26号 新庄市監査委員の選任について 同意

第27号 新庄市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例について 可決

1月臨時会1月臨時会

３月定例会３月定例会

　１月24日の臨時会では、一般会計補正予算１件、議案２件を原案のとおり可決し閉会しました。

　令和６年３月定例会では、初日、報告１件を了承し、令和５年度補正予算６件を原案のとおり可決しました。
　最終日には、令和６年度予算６件、議案９件を原案のとおり可決しました。また、追加提案された人事案件２
件に同意し、議案１件を原案のとおり可決しました。

審議された議案

審議された議案等

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

　【市長提出】

議案

第１号 令和５年度新庄市一般会計補正予算（第６号） 可決

第２号 新庄市手数料条例の一部を改正する条例について 可決

第３号 新庄市土地開発公社の解散について 可決

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果
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事
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算
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別
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務
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費
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告
会
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お
知
ら
せ

議
員
研
修
報
告
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●
議
案
第
16
号

　

新
庄
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　

職
制
の
変
更
に
よ
る
給
与
表
・
金
額
へ
の
影
響
は
あ

る
の
か
。

Ａ　

給
与
表
に
お
け
る
金
額
の
変
更
は
な
く
、
表
に
記
載

さ
れ
て
い
る
職
名
の
変
更
で
あ
る
。

●
議
案
第
17
号

　

新
庄
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　

個
人
番
号
の
情
報
連
携
に
よ
っ
て
、
個
人
情
報
が
漏

洩
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

Ａ　

市
で
は
も
ち
ろ
ん
、
国
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
務
に
携
わ
る
人
は
個
人

情
報
を
保
護
す
る
責
務
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、

情
報
漏
洩
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
請
願
第
１
号

　

生
活
保
護
基
準
の
引
き
上
げ
及
び
物
価
高
騰
に
見
合
う

増
額
に
関
す
る
請
願

Ｑ　

物
価
高
騰
が
扶
助
基
準
額
の
算
定
に
影
響
す
る
の
か
。

Ａ　

扶
助
基
準
額
は
、
５
年
に
一
度
見
直
し
さ
れ
て
い
る
。

物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
10
月
よ
り
世
帯
人
数
１

人
あ
た
り
１
０
０
０
円
加
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
令
和

５
年
度
と
令
和
６
年
度
に
限
ら
れ
る
が
、
今
後
の
物
価
高

騰
の
状
況
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

●
請
願
第
２
号

　

除
雪
受
託
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

【
主
な
意
見
】

・
今
年
は
少
雪
に
よ
っ
て
、
建
設
会
社
の
方
は
給
与
面
で

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
と
思
う
。
新
庄
市
は
雪
と
切
り

離
す
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
で
あ
る
た
め
、
要
望
を
受
け

入
れ
、
請
願
を
採
択
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議案に対する議員の賛否

請願の審議結果

会　　　派　　　名 新政・結の会 共に創る
市民の会 勁草21 会派に

属さない議員 採
決
結
果

議案等
番　号

小
嶋　

冨
弥

小
野　

周
一

髙
橋
富
美
子

佐
藤　

卓
也

山
科　

正
仁

山
科　

春
美

渡
部　

正
七

鈴
木　

法
学

辺
見　

孝
太

鈴
木　

啓
太

坂
本
健
太
郎

田
中　
　

功

伊
藤　

健
一

八
鍬　

長
一

新
田　

道
尋

佐
藤　

悦
子

亀
井　

博
人

今
田　

浩
徳

議　案
第10号 令和６年度新庄市一般会計予算 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議　案
第13号

令和６年度新庄市後期高齢者医療事業特
別会計予算 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議　案
第17号

新庄市個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ 棄
権 ○ ○ ● ○ ○ 可決

請　願
第１号

生活保護基準の引上げ及び物価高騰に見
合う増額に関する請願 ● ● ● ― ● ● ● 欠

席 ● ● ● 棄
権 ● ● ● ○ ● ● 不採択

※議長は採決に参加しません。

賛否の分かれた議案等をお知らせします。　　○ → 賛成　　● → 反対

件　　　名 請　願　者 紹介議員 結　果

生活保護基準の引上げ及び物価高騰に見合う
増額に関する請願 沼澤栄代子 佐藤　悦子 不採択

除雪受託業者に対する支援について 新庄市建設クラブ
会長　永井　敏行

小嶋　冨弥
小野　周一 採　択

健康保険証を廃止せず存続を求める国への意
見書採択を求める請願書

山形県社会保障推進協議会
会長　高木　紘一

佐藤　悦子
坂本健太郎

継続審査
（※）

※�継続審査とは、会期中に結論が出なかった場合に、議会の議決によって閉会中や次の定例会でも引き続き審査を行っていくことをいい
ます。
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令
和
６
年
４
月
１
日
付
で
今
田
浩
徳

議
員
が
無
会
派
か
ら
共
に
創
る
市
民
の

会
に
異
動
し
ま
し
た
。

会
派
の
異
動

人
事
案
件

　

３
月
15
日
に
同
意
さ
れ
た
人
事
案
件

２
件
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
庄
市
教
育
委
員
会
教
育
長

（
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
）

　

津つ
だ田　

浩
ひ
ろ
し　

氏

新
庄
市
監
査
委
員

（
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
）

　

須す
だ田　

泰や
す
ひ
ろ博　

氏

　�

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
で
当
選
さ
れ
た
委
員

（
令
和
６
年
３
月
22
日
か
ら
）

　

３
月
１
日
に
選
挙
管
理
委
員
会
の
選

挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
委
員
及
び
補
充

員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
委
員

　

五い
が
ら
し

十
嵐　

キき
よ
こ

ヨ
子　

氏

　

佐さ
と
う藤　

利と
し
み美　

氏

　

髙た
か
は
し橋　

裕ゆ
う
こ子　

氏

　

武た
け
だ田　

清せ
い
じ治　

氏

■
補
充
員

　

小お
の野　

茂し
げ
お雄　

氏

　

畠は
た
ふ
く腹　

銀ぎ
ん
ぞ
う蔵　

氏

　

田た
み
や宮　

幹み
き
こ子　

氏

　

五い
が
ら
し

十
嵐　

美み
ち
こ

千
子　

氏

※�
補
充
員
は
補
充
順
位
順
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
の
報
告

各
常
任
委
員
会
の
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑
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Ｑ
．
地
方
交
付
税
算
定
の
基
礎
は
、
人

口
と
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
の
中
、

予
算
額
が
増
加
し
て
い
る
が
、
算
定
の

仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
．
算
定
基
礎
と
な
る
基
準
財
政
需
要

額
が
伸
び
て
い
る
こ
と
、
国
の
地
方
財

政
計
画
に
お
い
て
地
方
交
付
税
を
前
年

よ
り
も
１
・
７
％
増
の
18
・
７
兆
円
確

保
す
る
と
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
予
算
と
な
っ
た
。

Ｑ
．
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
促
進

研
修
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
詳
細
を

伺
う
。

Ａ
．
ま
ず
は
男
性
職
員
の
育
児
休
業
に

対
す
る
職
場
の
理
解
が
必
要
と
考
え
、

主
に
課
長
級
、
室
長
級
を
対
象
に
、
育

児
休
業
の
制
度
や
必
要
性
を
学
び
、
理

解
を
促
進
す
る
た
め
の
研
修
の
実
施
を

考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
庁
舎
の
建
て
替
え
時
期
に
つ
い
て

は
、
築
80
年
が
経
過
す
る
令
和
17
年
頃

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
移
住
定
住
の
施
策
は
多
い
が
、
目

標
値
は
あ
る
の
か
。
移
住
事
業
だ
け
で

は
な
く
、
様
々
な
事
業
と
の
横
断
的
な

対
応
、
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
移
住
の
住
宅
支
援
の
補
助
金
等
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
目
標
人

数
の
設
定
は
行
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
．
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
は
ど
の
よ
う
な

属
性
で
、
ど
の
よ
う
な
情
報
の
配
信
を

想
定
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
拡
張
機
能

「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
で
は
何
が
で
き

る
の
か
。

Ａ
．
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
に
つ
い
て
は
、

年
代
、
居
住
エ
リ
ア
の
設
定
に
加
え
、

町
内
会
な
ど
、
よ
り
細
か
い
設
定
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

機
能
に
つ
い
て
は
、
質
問
に
応
じ
て
返

答
し
て
く
れ
る
機
能
で
あ
る
が
、
導
入

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。

Ｑ
．
市
広
報
物
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

お
い
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や

字
体
の
選
定
な
ど
、
障
が
い
者
に
配
慮

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
、
研
修
等
を
踏
ま
え
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
す
る
よ
う
に
努

め
て
作
成
し
て
い
る
。

Ｑ
．
本
市
で
認
定
し
て
い
る
特
定
空
き

家
は
何
件
あ
る
か
。

Ａ
． 

新
庄
市
で
特
定
空
き
家
に
認
定
し

た
件
数
は
な
い
。

Ｑ
．
東
北
農
林
専
門
職
大
学
開
学
に
伴

う
バ
ス
の
増
便
に
関
し
、
事
業
者
名
と

運
行
経
路
、
時
間
帯
な
ど
の
準
備
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
山
交
バ
ス
株
式
会
社
協
力
の
も
と
、

鳥
越
線
を
運
行
す
る
。
市
内
か
ら
鳥
越

方
面
に
行
く
便
に
つ
い
て
は
２
便
を
５

便
に
増
や
し
、
鳥
越
方
面
か
ら
市
内
に

来
る
便
に
つ
い
て
は
１
便

か
ら
６
便
に
増
や
し
、
４

月
１
日
よ
り
運
行
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

地
方
交
付
税

移
住
・
定
住
施
策

ま
ち
な
か
循
環
線

特
定
空
き
家
解
体
業
務
委
託
料

広
報
事
業
費

庁
舎
建
設
基
金
積
立
金

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
促
進

研
修
業
務
委
託
料

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

機
能
拡
張
業
務
委
託
料

一
　
般
　
会
　
計

一
　
般
　
会
　
計

【
歳
入
】

【
歳
入
】

【
歳
出
】

【
歳
出
】

11日 12日 13日

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
員
研
修
報
告

予算特別委員会の動画はこちらから

議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ
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Ｑ
．
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
課
、
施
設
、
台
数
、

利
用
件
数
と
更
新
等
管
理
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
． 

所
管
課
は
総
務
課
、
環
境
課
、
健

康
課
、
農
林
課
、
教
育
総
務
課
、
社
会

教
育
課
、
上
下
水
道
課
で
あ
り
、
計
32

施
設
、
42
台
を
設
置
し
て
い
る
。
使
用

の
有
無
に
つ
い
て
は
、
日
新
中
学
校
で

使
用
し
た
こ
と
が
あ
る
。
更
新
時
期
に

は
新
た
に
契
約
を
行
い
、
管
理
し
て
い

る
。

Ｑ
．
お
試
し
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
旅
費
支
援

事
業
費
補
助
金
の
詳
細
を
伺
う
。

Ａ
．
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
県
外
在

住
者
を
対
象
に
、
新
庄
市
内
の
医
療

機
関
や
高
齢
者
介
護
施
設
等
で
イ
ン
タ

ー
ン
就
業
体
験
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、

交
通
費
、
宿
泊
費
の
助
成
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
金
額
は
、
３
万
８
４
０
０
円

を
上
限
と
し
、
県
と
市
が
２
分
の
１
ず

つ
負
担
す
る
。

Ｑ
．
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
低
下
し
て

い
る
。
要
精
密
検
査
と
な
っ
た
人
が
初

回
に
受
診
す
る
精
密
検
査
の
費
用
の
助

成
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
段
階
的
に

自
己
負
担
額
の
引
下
げ
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
要
精
検
と
な
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
確
実
に
医
療
機
関
の
受

診
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
．
６
次
産
業
化
の
充
実
の
た
め
、
い

い
に
ゃ
風
土
の
商
品
数
増
を
は
じ
め
、

育
成
・
強
化
を
図
り
、
６
次
産
業
化
の

充
実
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ
． 

令
和
６
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
新
商
品
の
開
発
、
販
路
開
拓
事

業
か
ら
、
新
た
な
実
践
者
の
発
掘
に
シ

フ
ト
す
る
ほ
か
、
農
業
者
と
製
造
業
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
る
。
作
業
を
担
う
方
の
高
齢

化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
製
造
か

ら
販
売
ま
で
を
担
え
る
事
業
主
体
の
育

成
も
強
化
し
た
い
。

Ｑ
．
準
学
生
寮
供
給
促
進
事
業
費
補
助

金
２
０
０
０
万
円
の
内
容
を
伺
う
。

Ａ
．
改
修
さ
れ
る
建
物
の
形
式
に
よ
り

補
助
金
額
が
異
な
る
が
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
形
式
に
つ
い
て
は
一
戸
あ
た
り
２
０

０
万
円
を
上
限
と
し
、
２
０
０
万
円
×

10
名
分
で
２
０
０
０
万
円
を
予
算
計
上

し
て
い
る
。

Ｑ
．
新
消
防
庁
舎
の
事
業
費
は
、
資
材

高
騰
な
ど
に
よ
り
８
億
３
０
０
万
円
増

額
と
な
る
。
増
額
に
伴
う
本
市
の
分
担

金
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
起
債
や
積
立
金
を
活
用
す
る
た
め
、

新
庄
市
の
分
担
金
の
影
響
額
は
３
０
０

０
万
円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ
．
現
在
の
第
１
子
の
給
食
１
食
あ
た

り
の
補
助
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
学

校
給
食
費
の
無
償
化
を
行
う
に
は
、
い

く
ら
か
か
る
か
。

Ａ
．
第
１
子
の
補
助
額
は
、
小
学
生
で

１
食
15
円
、
中
学
生
で
１
食
20
円
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
義
務
教
育
学

校
の
児
童
生
徒
の
給
食
費
全
額
無
償
化

に
は
、
１
億
６
５
０
０
万
円
程
度
と
試

算
し
て
い
る
。

Ｑ
．
新
庄
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
負
担
金
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
す
る
の
か

伺
う
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
管
理
状
況

常
備
消
防
費

学
校
給
食
費
補
助
金

健
康
増
進
事
業
費

６
次
産
業
化
推
進
事
業
費

準
学
生
寮
供
給
促
進
事
業
費
補
助
金

お
試
し
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
旅
費
支
援

事
業
費
補
助
金

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

新
庄
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
負
担
金

議
員
研
修
報
告

※いいにゃ風土…�新庄市固有の農産物や食文化をパッケージした「雪国しんじょう」を物語る農産物加工商品のブランド。

※

議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ
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設
事
業
へ
の
影
響
を
伺
う
。

Ａ
．
出
土
品
は
整
理
が
で
き
た
も
の
か

ら
公
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

中
部
保
育
所
建
設
事
業
へ
の
影
響
は
な

い
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ
．
昨
年
、
参
加
25
チ
ー
ム
中
９
チ
ー

ム
が
記
録
な
し
と
な
っ
た
。
今
年
は
ど

う
か
。

Ａ
．
今
後
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
今

年
度
は
こ
の
点
を
改
善
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
明
倫
学
園
の
建
設
に
係
る
借
入
額
、

借
入
期
間
、
利
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

Ａ
．
明
倫
学
園
建
設
事
業
費
全
体
で
は
、

64
億
円
の
う
ち
46
億
円
に
起
債
を
充
て

て
い
る
。
借
入
れ
は
平
成
30
年
か
ら
開

始
し
て
お
り
、
利
率
や
償
還
期
間
は
借

入
れ
の
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
利

率
は
０
・
３
％
か
ら
１
・
３
％
、
償
還

期
間
は
お
お
む
ね
25
年
で
あ
る
。

Ｑ
．
職
員
数
が
類
似
団
体
と
比
べ
て
１

０
０
人
も
少
な
い
。
時
間
外
勤
務
手

当
を
な
く
し
、
正
採
用
を
増
や
す
方
が
、

Ａ
．
教
育
部
門
で
は
、
ふ
る
さ
と
学
習

の
支
援
、
親
子
ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
、

お
菓
子
類
の
開
発
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
を
検
討
し
て
い
る
。
観
光

部
門
で
は
、
歴
史
文
化
ゾ
ー
ン
を
巡
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
、
ロ
ゴ
フ
ラ

ッ
グ
の
設
置
の
ほ
か
、
松
竹
の
特
別
歌

舞
伎
公
演
の
開
催
等
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
．
今
村
翔
吾
氏
と
ど
の
よ
う
に
連
携

し
、
プ
レ
事
業
を
実
施
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
．
今
村
先
生
は
様
々
な
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
先
生
と
の

つ
な
が
り
を
保
ち
な
が
ら
、
開
府
４
０

０
年
を
盛
大
に
開
催
し
、
全
国
に
名
前

が
知
ら
れ
る
よ
う
な
市
に
な
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
。

Ｑ
．
図
書
館
に
は
未
だ
に
５
基
の
和
式

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
高
齢

者
や
児
童
生
徒
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、

洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
の
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
．
生
涯
学
習
施
設
の
中
で
は
最
も
要

望
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
優
先

的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
出
土
品
の
整
理
後
に
よ
る
取
扱
い

と
、
こ
の
作
業
に
よ
る
中
部
保
育
所
建

生
産
性
が
上
が
り
、
効
率
化
す
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ
．
時
間
外
勤
務
を
減
ら
す
た
め
に
職

員
数
を
増
や
す
方
法
も
あ
る
が
、
業
務

の
見
直
し
や
効
率
化
と
い
う
手
法
も
あ

る
。
検
討
し
な
が
ら
改
善
を
図
り
た
い
。

Ｑ
．
介
護
保
険
料
の
未
納
者
数
は
。
そ

の
中
で
、
利
用
料
３
割
に
な
っ
て
し
ま

う
と
利
用
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。

Ａ
．
滞
納
者
は
令
和
５
年
５
月
31
日
時

点
で
１
１
３
名
で
あ
る
。
保
険
料
を
払

う
の
が
難
し
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

場
合
、
可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
き
た

い
た
め
、
早
め
に
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ｑ
．
認
定
調
査
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

詳
細
を
伺
う
。

Ａ
．
認
定
調
査
委
託
費
の
単
価
は
、
在

宅
で
１
件
３
０
０
０
円
、
施
設
で
１
件

２
０
０
０
円
で
あ
る
。
単
価
は
各
自
治

体
で
設
定
で
き
る
た
め
、
今
後
物
価
の

上
昇
を
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
が
来
た
ら
、
そ
の
都
度
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
．
漏
水
確
認
を
人
工
衛
星
で
し
て
い

る
市
町
村
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
市
で
は

ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
毎
年
、
漏
水
の
調
査
を
専
門
業
者

に
委
託
し
て
い
る
。

　

漏
水
音
を
聞
き
な
が
ら
確
認
す
る
音

聴
調
査
や
流
量
計
を
設
置
し
て
夜
間
の

水
の
動
き
を
確
認
す
る
方
法
に
よ
り
実

施
し
て
い
る
。

Ｑ
．
新
庄
市
の
水
道
管
の
基
幹
管
路
の

う
ち
66
％
は
耐
震
化
済
で
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
来
年
度
は
新
た
に
水
道
管
の

耐
震
化
を
実
施
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

Ａ
．
基
幹
管
路
の
耐
震
化
の
予
定
は
な

い
が
、
第
二
次
拡
張
事
業
の
際
に
実
施

し
た
周
辺
の
老
朽
箇
所
や
施
設
の
電
気

計
装
設
備
な
ど
に
費
用
を
投
じ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　

基
幹
管
路
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

今
後
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

新
庄
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会
負
担
金

公
債
費

認
定
調
査
業
務
委
託
料

時
間
外
勤
務
手
当

保
険
料
（
滞
納
繰
越
分
）

漏
水
調
査 水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

新
庄
城
二
の
丸
跡
出
土
遺
物
整
理

等
業
務
委
託
料

図
書
館
管
理
運
営
事
業
費

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ
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疑問＆提案
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渡部　正七
　１．都市公園について
　２．持続可能な地域行事について
　３．�地域公共交通の充実・地域の実情に合わせた

移動手段の提供について
　４．�スポーツに親しむことができる環境づくりに

ついて

田中　功
　１．少雪による公共事業の前倒しについて
　２．農業関係について
　３．人口減少問題について

坂本健太郎
　１．環境保全と環境意識について
　２．地域おこし協力隊制度の活用と定住について
　３．若者のまちづくり活動への参画について

伊藤　健一
　１．�大規模な地震や豪雨、台風などの災害時に備え

た避難所の設定や対応策、準備状況について
　２．�地元のコミュニティラジオ放送局と協力し、

有効に情報発信をするための方策について
　３．�地域循環型生ゴミ収集事業終了に伴う総括と、

ＳＤＧｓの観点から見た現代の環境に配慮す
る今後の取組みについて

山科　正仁
　１．新たなまちづくり事業の方向性について
　２．体育施設の管理・運営について
　３．子供の将来をつくる進路指導について

小嶋　冨弥
　１．市の地域防災計画について
　２．行政サービスの向上について
　３．市の街並み景観とまちづくりについて

山科　春美
　１．北辰多目的運動広場の設置について
　２．スマート農業の今後の方向性について
　３．行政評価について

鈴木　啓太
　１．ふるさと納税について
　２．放課後児童クラブについて
　３．部活動の地域移行について

辺見　孝太
　１．地域防災について
　２．ふるさと納税について
　３．新庄まつり振興事業について

亀井　博人
　１．新庄の魅力を支える力
　２．生活道路について
　３．子ども食堂について
　４．投票環境について

佐藤　悦子
　１．生活を守る砦として、生活保護費の引き上げを
　２．子どもの学び、育つ権利を保障して
　３．�子どもの育つ権利を守るために教職員の長時

間労働に歯止めを。市独自にできることは何か。
　４．�加齢に伴う難聴への支援は、介護予防として

重要
　５．自衛隊への個人情報の提供はやめるべき
　６．消防職員を増やし、防火水槽の整備を

髙橋　富美子
　１．高齢者の活躍推進について
　２．認知症対策について
　３．防災対策について

小野　周一
　１．公約について
　２．政策提言について

３月定例会一般質問の質問者と質問事項

一般質問は、３月４日、５日、６日の３日間、13名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。
※�掲載している文章は、抜粋し、要約したものです。詳しくは各議員のＱＲコードから動画をご覧ください。

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ
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◎
都
市
公
園
の
役
割
に
は
、「
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
の

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
、
健
康
運
動
、
文
化
活
動
な

ど
多
様
な
活
動
の
拠
点
」
が
あ
る
が
、

本
市
の
都
市
公
園
は
こ
の
役
割
を
果
た

せ
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長　

本
市
に
お
け
る
都
市
公
園
の
現

状
は
、
都
市
公
園
18
か
所
を
は
じ
め
、

工
業
団
地
等
の
緩
衝
地
帯
や
宅
地
開
発

上
必
要
と
な
る
緑
地
、
県
か
ら
管
理
委

託
を
受
け
て
い
る
河
川
公
園
な
ど
、
約

60
か
所
が
市
内
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
公
園
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
日

常
的
に
市
民
の
皆
様
が
利
用
す
る
各
町

内
の
公
園
や
緑
地
、
年
間
を
通
じ
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
最
上
公
園
、
球
場

や
陸
上
競
技
場
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と

し
て
の
性
格
を
有
す
る
東
山
公
園
な
ど
、

場
所
や
利
用
目
的
に
応
じ
、
幅
広
い
年

齢
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、

公
園
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
公
園
・
緑
地
は
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

◎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
道
の
駅
を

最
上
８
市
町
村
と
実
施
に
向
け
た
協
議
を

早
期
に
始
め
、
交
流
人
口
の
創
出
に
繋
げ

て
は
如
何
か
。

市
長　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
中
で
、

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
確
保
・
拡
大
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
を
取
り
巻
く
高
速
交
通
網
の
整
備

は
、
近
年
、
確
実
な
進
展
を
見
せ
て
お

り
、
一
昨
年
に
は
東
北
中
央
自
動
車
道
の

場
、
災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
、
多
様

な
機
能
を
有
し
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。

◎
交
通
弱
者
が
増
え
る
中
、
地
域
公
共

交
通
の
充
実
・
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
移
動
手
段
の
提
供
を
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

市
長　

昨
年
度
、
市
内
の
２
つ
の
エ
リ

ア
で
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実

証
運
行
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
実

証
運
行
の
結
果
、
運
転
手
不
足
等
の
課

題
に
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
事
業

の
本
格
実
施
は
難
し
い
と
判
断
し
、
昨

年
度
末
を
も
っ
て
実
証
運
行
事
業
を
終

了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
地
域
の
交
通
弱
者
が
増
加
し

て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
、
公
共

交
通
空
白
地
域
に
お
け
る
新
た
な
移
動

手
段
の
提
供
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　

移
動
手
段
の
確
保
対
策
に
つ
い
て
、

運
行
形
態
や
料
金
設
定
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
な
ど
先
進
事
例
の
調
査
研
究

を
行
う
と
と
も
に
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な

ど
国
が
進
め
る
新
た
な
制
度
の
動
向
も

注
視
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
地
域
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
在
り

方
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

村
山
地
区
の
開
通
に
よ
り
、
新
庄
・
最
上

地
域
と
首
都
圏
が
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

直
結
し
ま
し
た
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
迎

え
、
今
後
、
産
業
や
観
光
に
お
い
て
、
人

流
や
物
流
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
道
の
駅
の
整
備

は
、
新
庄
・
最
上
地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
の
駅
が
、
本
地
域
に
大
き
な
波

及
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
る
よ
う
、

最
上
８
市
町
村
と
し
て
の
考
え
方
を
整
理

し
、
民
間
企
業
や
経
済
団
体
、
地
域
の

方
々
と
の
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
の
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
道
の
駅

検
討
会
で
の
協
議
を
早
期
に
再
開
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
今
年
の
少
雪
で
、
除
雪
業
を
行
っ
て
い

る
建
設
業
者
や
従
業
員
が
困
っ
て
い
る
。

公
共
事
業
の
早
期
発
注
や
前
倒
し
が
出
来

な
い
か
お
伺
い
す
る
。

市
長　

新
年
度
予
算
分
は
国
の
補
助
事
業

や
起
債
事
業
の
関
係
で
前
倒
し
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
昨
年
12
月
に
国
補
正

に
よ
る
追
加
配
分
を
い
た
だ
い
た
道
路
事

業
と
雪
寒
事
業
に
つ
い
て
は
、
繰
越
の
承

認
を
経
て
１
月
に
工
事
を
発
注
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て

も
、
道
路
維
持
に
関
す
る
舗
装
補
修
及
び

区
画
線
設
置
に
つ
い
て
は
、
例
年
は
雪
解

け
を
待
っ
て
の
発
注
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
す
で
に
発
注
し
て
お
り
、
現
在
、

作
業
箇
所
の
調
査
に
着
手
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

本
市
の
新
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
可

能
な
限
り
４
月
早
々
の
発
注
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

渡
わ た な べ

部　正
し ょ う し ち

七　議員

田
た な か

中　　功
いさお

　議員

快適な暮らしを支えるまちづくり

新庄市の人口減少対策を！
質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

一般質問

新庄・最上の人口の推移

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
員
研
修
報
告

新庄・最上市町村別将来推計人口	 （厚生労働省国立社会保障・人口問題研究所による）

総人口（人） 2022年を100とした指数
基準年（2022）10月 12年後（2035年）27年後（2050年）12年後（2035年）27年後（2050年）

新庄市 33,081 26,320 19,662 79.6 59.4 
最上町 7,593 5,769 3,830 76.0 50.4 
真室川町 6,803 4,949 3,176 72.7 46.7 
金山町 4,806 3,569 2,317 74.3 48.2 
舟形町 4,764 3,593 2,436 75.4 51.1 
戸沢村 3,926 2,917 1,848 74.3 47.1 
鮭川村 3,749 2,756 1,776 73.5 47.4 
大蔵村 2,870 2,083 1,346 72.6 46.9 

新庄・最上郡計 67,592 51,956 36,391 76.9 53.8 議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ

まちなか循環バスかむてん号
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◎
大
規
模
な
災
害
が
多
発
・
激
甚
化
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
昨
今
に
お
い
て
、

避
難
所
の
設
定
や
対
応
策
、
市
民
へ
の

周
知
方
法
な
ど
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
長　

避
難
所
に
つ
い
て
は
、
災
害
の

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
開
設
か
ら
運

営
ま
で
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

１
次
避
難
に
つ
い
て
は
、
指
定
避
難

所
27
か
所
を
状
況
に
応
じ
て
開
設
し
、

避
難
誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
避
難
の

長
期
化
な
ど
に
よ
り
、
生
活
環
境
が
整

っ
た
宿
泊
施
設
へ
の
２
次
避
難
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
市
内
の
ホ
テ
ル

や
、
山
形
県
市
町
村
広
域
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
や
友
好
自
治
体
に
よ
る
相

互
応
援
協
定

に
基
づ
き
、

各
市
町
村
に

要
請
す
る
と

と
も
に
、
県

や
国
へ
の
要

請
も
併
せ
て

行
い
、
避
難

場
所
の
確
保

◎
地
域
循
環
型
生
ご
み
収
集
事
業
を
活

用
し
た
環
境
学
習
等
、
環
境
保
全
へ
の

意
識
醸
成
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
き
た

の
か
。

市
長　

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
各
家
庭

な
ど
か
ら
出
さ
れ
た
生
ご
み
が
肥
料
と

し
て
再
資
源
化
で
き
る
こ
と
、
地
域
内

で
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
循
環
型
社
会

形
成
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
、

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
町
内
会
、
学
校

に
お
い
て
環
境
学
習
を
行
っ
た
こ
と
で
、

環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
醸
成
が
図
ら

れ
た
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

◎
か
つ
て
あ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
の
「
き

か
な
す
養
成
講
座
」
な
ど
、
青
年
層
が

活
躍
で
き
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
研

修
や
事
業
、
そ
れ
ら
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
、
未
来
を
担
う
青
年
層
を
育
て
る

仕
組
み
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

若
者
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ

の
参
画
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地
域
活

動
に
取
り
組
む
団
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
、

地
域
活
動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
主
体

性
の
あ
る
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
日
頃
か
ら
の
周
知

方
法
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
始
め
、
市
報
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
の
周
知
の
ほ
か
、
各
町
内
会

や
自
主
防
災
組
織
へ
の
出
前
講
座
な
ど

を
行
い
、
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
局
と
災

害
時
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
日

常
で
も
地
元
情
報
を
発
信
し
て
い
る
同

局
と
協
力
し
、
有
効
に
情
報
発
信
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
市
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

市
長　

本
市
と
「
新
庄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
株
式
会
社
」
は
、
令
和
３
年
に
災

害
時
に
お
け
る
災
害
情
報
等
の
放
送
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
も
地
震
や
豪
雨
の
際
に
、
地
域
に

必
要
な
災
害
情
報
を
放
送
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
現
在
、
新
聞
社
や
テ
レ
ビ

局
宛
て
に
直
接
メ
ー
ル
を
お
送
り
し
て
、

様
々
な
行
政
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
放

送
局
に
対
し
て
も
、
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

で
行
政
情
報
を
提
供
し
て
お
り
、
マ
ス

コ
ミ
各
社
に
お
い
て
、
提
供
し
た
行
政

情
報
に
基
づ
き
、
随
時
、
本
市
の
行
政

情
報
を
発
信
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
メ
デ
ィ
ア
の
種
類

を
問
わ
ず
、
特
定
の
媒
体
と
本
市
が
、

共
に
番
組
や
紙
面
を
企
画
し
て
い
る
よ

う
な
取
組
み
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
ご
と

に
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
活
動
交
流
ひ
ろ
ば「
ぷ
ら
っ
と
」

で
は
、
市
民
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
行
お
う
と
し
て

い
る
団
体
や
個
人
に
対
し
、
活
動
に
関

す
る
相
談
や
情
報
収
集
、
事
務
的
な
作

業
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
多
様
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
で
は
、
中
高
生
や
青
年
層
を
対
象

と
し
た
「
し
ず
く
」「
し
ず
く
Ｒ
」「
し

ず
く
ジ
ュ
ニ
ア
」
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
を
支
援
し
、
サ
ー
ク
ル
活

動
を
通
し
て
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
人

材
育
成
を
行
い
、
将
来
の
青
年
層
の
リ

ー
ダ
ー
や
市
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
青
年
向
け
の
講
座
の
実
施

や
サ
ー
ク
ル
活
動
が
な
か
な
か
定
着
し

な
い
こ
と
も
課
題
で
す
。
行
政
だ
け
で

な
く
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
様
々
な

団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
若
者
が
い
ろ

ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

伊
い と う

藤　健
け ん い ち

一　議員

坂
さ か も と

本　健
け ん た ろ う

太郎　議員

大規模災害時の避難所設置体制について

今こそ、環境保全都市の誇りを！

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

一般質問

南陽市青年教育推進事業から

指定避難所「わくわく新庄」

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ
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◎
「
新
た
な
視
点
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
掲
げ
て
い

る
、
東
北
農
林
専
門
職
大
学
及
び
県

立
新
庄
病
院
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
期
待
さ
れ
る
効
果
を
伺
う
。

市
長　

本
年
４
月
に
東
北
農
林
専
門

職
大
学
が
開
学
し
ま
す
が
、
大
学
と

の
産
学
官
連
携
に
よ
る
新
た
な
農
林

業
ビ
ジ
ネ
ス
や
農
業
の
担
い
手
の
育

成
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
若
者
の
居

住
に
よ
る
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス
が

到
来
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
立
新
庄
病
院
で
実
施
し

て
い
る
夜
間
休

日
診
療
や
在
宅

医
療
・
介
護
連

携
拠
点
に
お
い

て
、
同
病
院
が

有
す
る
高
度
な

医
療
資
源
と
の

連
携
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
で
、

◎
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
Ｄ

Ｘ
化
を
推
進
し
、
身
近
な
市
民
課
窓

口
に
お
け
る
諸
手
続
き
を
記
載
台
で

書
か
な
い
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

「
書
か
な
い
窓
口
」
の
設
置
を
し
て

は
ど
う
か
。

市
長　
「
書
か
な
い
窓
口
」
の
設
置

に
つ
い
て
、
市
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
基
本
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
か
ん
た
ん
窓
口
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
、
現

地
域
の
安
心
安
全
な
医
療
・
介
護
体

制
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

◎
武
道
館
や
体
育
館
等
の
屋
内
体
育

施
設
の
利
用
者
の
要
望
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
近

隣
自
治
体
と
の
設
備
の
整
備
状
況
の

違
い
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
を
伺
う
。

教
育
長　

各
自
治
体
と
の
違
い
に
つ

い
て
は
特
に
把
握
等
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
当
市
の
体
育
施
設
の
利
用

状
況
や
要
望
、
各
競
技
種
目
の
規
則

変
更
、
利
用
者
の
安
全
確
保
に
必
要

な
も
の
に
つ
い
て
、
随
時
対
応
し
て

い
ま
す
。

在
、
情
報
収
集
や
課
題
等
の
洗
い

出
し
を
行
い
な
が
ら
、
来
庁
さ
れ
た

方
々
が
、
よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
向
け
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
、
市
民
の
利
便
性
向
上
と

職
員
の
業
務
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

「
書
か
な
い
窓
口
」
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
死
去
に
伴
う
手
続
き
が
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、
家
族
・
親
族
の
負
担
が

大
き
い
。
諸
手
続
き
を
市
の
窓
口
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
可
能
な
「
お
悔
み

窓
口
」
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
「
お
悔
み
窓
口
」
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
が
効
率
的

に
必
要
な
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ご
案
内
の
方
法
や
対
応

に
係
る
職
員
体
制
な
ど
を
考
慮
し
た

う
え
で
、
今
後
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

山
や ま し な

科　正
ま さ ひ と

仁　議員

小
お じ ま

嶋　冨
と み や

弥　議員

進むべき市政の再確認を

遅れていませんか　新庄市のデジタル化

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

一般質問

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
員
研
修
報
告

市民課窓口

※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）…デジタル化によってよりよい社会を目指すこと。

※ 議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ

屋内体育施設の使用状況
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◎
令
和
６
年
度
か
ら
休
日
の
部
活
動
が

地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
し
ま
す
が
、
移
行

後
の
部
活
動
は
ど
う
変
わ
る
か
伺
い
ま

す
。

教
育
長　

地
域
ク
ラ
ブ
移
行
後
の
部
活

動
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
は

原
則
と
し
て
休
日
の
部
活
動
を
行
わ
ず
、

受
け
皿
と
な
る
地
域
ク
ラ
ブ
で
の
活
動

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
平
日
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
部
活
動
を
行

い
、
休
日
の
地
域
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は

任
意
加
入
と
な
り
ま
す
が
、
部
活
動
と

違
う
活
動
を
行
う
こ
と
も
可
能
と
な
り

ま
す
。
生
徒
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
様
々
な
地
域
ク
ラ

ブ
で
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◎
市
立
学
童
保
育
所
の
利
用
希
望
者
数

と
受
入
者
数
、
受
入
で
き
な
か
っ
た
と

き
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

公
立
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

４
所
に
お
け
る
入
所
定
員
は
全
体
で

２
３
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
年
11

月
頃
に
翌
年
度
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
お
り
、
入
所
の
申
し
込
み
に
つ

◎
旧
北
辰
小
学
校
の
解
体
が
今
年
度
行

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
の
跡
地
利
用
と

し
て
北
辰
多
目
的
運
動
広
場
と
し
て
芝

生
化
事
業
な
ど
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま

す
。

教
育
長　

旧
北
辰
小
学
校
解
体
後
の
同

用
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
助
成
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
多
目

的
に
利
用
可
能
な
全
面
芝
生
化
の
運
動

広
場
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
面
芝
生
化
の
運
動
広
場

と
す
る
場
合
は
、
整
備
費
用
と
し
て
、

交
付
金
や
助
成
金
を
活
用
し
て
も
市
の

負
担
す
る

部
分
が
大

き
く
、
ま

た
芝
生
を

管
理
し
て

い
く
た
め

の
経
常
的

な
経
費
も

発
生
す
る

た
め
、
広

い
て
は
、
令
和
４
年
度
は
申
込
者
数

２
５
５
人
に
対
し
入
所
決
定
者
数
は

２
２
７
人
、
受
入
れ
で
き
な
か
っ
た
人

数
は
28
人
、
令
和
５
年
度
は
申
込
者
数

２
４
５
人
に
対
し
入
所
決
定
者
数
は

２
２
５
人
、
受
入
れ
で
き
な
か
っ
た
人

数
は
20
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
は
、
申
込
者
数
２
６
０
人
に
対
し

入
所
決
定
者
数
は
２
３
２
人
、
受
入
れ

で
き
な
か
っ
た
人
数
は
28
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

公
立
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

で
き
な
か
っ
た
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
民
間
立
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
公
立
で
の
待

機
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
入
所
の
辞

退
や
退
所
に
よ
り
受
入
可
能
と
な
っ
た

段
階
で
入
所
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

定
員
数
を
増
や
し
た
り
、
特
別
な
配
慮

が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
数

を
増
や
す
な
ど
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
さ
ら
に
利
用
希
望
が
増
加
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
児
童
の
受
入

れ
拡
充
に
つ
い
て
、

運
営
委
託
先
の
社

会
福
祉
協
議
会
や

民
間
立
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
応

を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

場
的
な
活
用
と
い
う
内
容
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
整
備
内
容
に
つ
い
て
は
、

再
度
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
検
討
を
重
ね
、
市
民
が
様
々

な
活
動
を
行
え
る
交
流
活
動
の
場
と
し

て
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
農
業
の
効
率
化
や
生
産
性
の
向
上
の

た
め
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
運
転
の

際
に
必
要
と
さ
れ
る
固
定
基
地
局
の
整

備
を
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い

る
「
地
域
計
画
」
の
中
で
も
、
地
域
農

業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
地
域
の
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
を
目
指
し
て
い
く
う
え
で
、

農
作
業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

よ
る
作
業
の
効
率
化
の
普
及
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
中
で
も
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田

植
機
な
ど
の
農
業
機
械
の
自
動
運
転
を

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
た
め
、
本
市

と
し
て
も
、
引
き
続
き
県
及
び
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
基
地
局
の
整
備

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

鈴
す ず き

木　啓
け い た

太　議員

山
や ま し な

科　春
は る み

美　議員

休日の部活動はどう変わるか

未来のために必要な投資を！

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

一般質問

スポーツを通して健康寿命増進を

地域クラブ

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ
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◎
新
庄
を
訪
れ
た
人
が
新
庄
の
魅
力
に
共

感
し
た
時
に
そ
の
場
で
寄
附
を
し
て
返
礼

品
を
受
け
取
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
自
動

販
売
機
」
を
新
庄
ま
つ
り
の
開
催
に
向
け

て
、
設
置
で
き
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機
は
、

現
地
に
訪
れ
た
人
が
そ
の
土
地
の
魅
力
に

共
感
し
、
そ
の
場
で
寄
附
を
し
て
返
礼
品

を
受
け
取
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
商
品
券
と
同
様
の
現
地
決

済
型
の
仕
組
み
で
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

最
大
の
集
客
期
で
あ
る
新
庄
ま
つ
り
の
開

催
に
合
わ
せ
て
設
置
す
る
な
ど
、
効
果
的

な
設
置
場
所
や
費
用
対
効
果
を
検
証
し
な

が
ら
、
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
今
後

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

◎
同
じ
市
内
で
あ
り
な
が
ら
、
市
道

な
ど
の
公
道
と
生
活
道
路
等
が
あ
り

ま
す
。

　

生
活
道
路
の
場
合
、
下
水
道
工
事
、

除
雪
、
道
路
の
舗
装
等
に
つ
い
て
、

市
道
と
比
べ
違
い
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長　

生
活
道
路
は
あ
く
ま
で
も
個

人
や
法
人
等
の
所
有
と
な
る
た
め
、

権
利
や
維
持
管
理
の
責
任
は
所
有
者

に
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
下
水
道
工
事
な
ど
の
場
合
、

市
道
で
は
道
路
占
用
許
可
な
ど
の
手

続
き
を
と
る
こ
と
で
工
事
が
実
施
で

き
ま
す
が
、
生
活
道
路
に
関
し
て
は
、

所
有
者
か
ら
埋
設
に
関
す
る
同
意
を

と
る
こ
と
な
ど
に
時
間
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
や
舗
装
を
行
う
場
合

に
お
い
て
も
、
市
道
は
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
市
が
行
い
ま
す
が
、
生
活

道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
所
有
者

ま
た
は
沿
線
利
用
者
が
実
施
す
る
こ

と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

生
活
道
路
の
除
雪
に
関
し
て
は
、
条

◎
新
庄
ま
つ
り
で
新
庄
を
訪
れ
る
、
観
光

以
上
定
住
未
満
と
言
わ
れ
る
関
係
人
口
の

方
々
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機
を

通
じ
て
、
し
っ
か
り
と
支
援
を
お
願
い
す

る
仕
組
み
を
持
て
な
い
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。

市
長　

関
係
人
口
を
中
心
と
し
て
、
新
庄

に
愛
着
を
も
っ
て
寄
附
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
増
や
す
施
策
は
、
取
り
組
む
余
地
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
さ

と
納
税
自
動
販
売
機
を
ま
つ
り
の
期
間
だ

け
リ
ー
ス
で
き
な
い
か
な
ど
、
調
査
す
る

価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機

の
導
入
経
費
も
含
め
て
、
返
礼
品
の
経
費

率
を
５
割
以
内
に
収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
寄
附
収
入
に
よ

り
設
置
費
用
を
回
収
で
き
な
け
れ
ば
導
入

す
る
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

道
の
駅
に
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機

を
設
置
し
て
い
る
自
治
体
に
つ
い
て
は
、

交
流
人
口
が
相
当
数
あ
り
、
自
動
販
売
の

利
用
も
多
く
、
費
用
を
回
収
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
、
実
現
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

自
動
販
売
機
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
外
か

ら
来
て
い
た
だ
い
た
際
に
、
そ
こ
に
自
動

販
売
機
が
あ
る
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

て
す
ぐ
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
だ
け
る
た
め
、

非
常
に
有
効
に
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

自
動
販
売
機
の
設
置
費
用
の
問
題
を
解
消

で
き
れ
ば
、
寄
附
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

増
え
る
と
感
じ
た
た
め
、
今
後
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

件
を
満
た

せ
ば
、
市

道
除
雪
と

同
様
に
市

が
実
施
す

る
こ
と
が

可
能
と
な

り
、
ま
た
、
舗
装
に
つ
い
て
は
、
市

の
補
助
金
を
活
用
し
た
道
路
補
修
な

ど
が
実
施
可
能
で
す
。

◎
市
内
に
は
子
ど
も
食
堂
が
３
か
所

あ
り
ま
す
が
、
子
育
て
支
援
の
一
つ

と
し
て
、
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る

団
体
等
が
連
携
で
き
る
よ
う
な
組
織

作
り
や
補
助
制
度
を
検
討
し
、
応
援

し
て
は
ど
う
で
す
か
。

市
長　

団
体
間
の
情
報
共
有
を
行
い
、

地
域
の
現
状
や
活
動
に
お
け
る
課
題

等
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け
た
取
組

み
を
進
め
る
た
め
の
、
行
政
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
整
備
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

食
堂
を
通
じ
、
気
に
な
る
子
ど
も
の

情
報
を
市
へ
つ
な
い
で
い
た
だ
く
な

ど
、
連
携
し
て
要
支
援
児
童
な
ど
の

把
握
を
行
う
こ
と
で
、
様
々
な
支
援

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
食
堂
の
活
動
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
企
業
や
市
民
の

方
が
増
え
る
よ
う
、
市
と
し
て
の
広

報
周
知
活
動
や
、
各
種
補
助
制
度
の

活
用
に
向
け
た
取
組
み
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

辺
へ ん み

見　孝
こ う た

太　議員

亀
か め い

井　博
ひ ろ と

人　議員

ふるさと納税自動販売機の設置を

生活道路について

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

一般質問

ふるさと納税自動販売機

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
員
研
修
報
告

生活道路

議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ
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◎
高
齢
者
の
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

受
け
付
け
る
窓
口
を
開
設
し
、
就
労
だ

け
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
生
涯
学
習
、

健
康
づ
く
り
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て

は
ど
う
か
。

市
長　

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
高

齢
者
の
方
の
社
会
参
加
な
ど
を
促
進
す

る
た
め
に
相
談
体
制
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
高
齢
者
の
方
が
健

康
づ
く
り
な
ど
の
活
動
の
場
へ
の
参
加

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
市
や
新
庄
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
相
談
を
受
け
、
担
当
部
署
に
つ
な

い
で
い
る
状
況
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
流

れ
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
関
係
機
関
と
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

◎
認
知
症
予
防
の
取
組
み
と
認
知
症
の

方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
ま
た
通
い
の

場
に
指
定
さ
れ
て
い
る
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
利
用
者
へ
の
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

市
長　

認
知
症
高
齢
者
は
、
今
後
も
高

齢
化
に
伴
い
増
加
す
る
と
想
定
さ
れ
て

◎
教
職
員
の
長
時
間
労
働
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
、
抜
本
的
な
教
職
員
定

数
増
を
国
に
強
力
に
要
望
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
市
独
自
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
。

教
育
長　

近
年
、
学
校
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
学
校
に

求
め
ら
れ
る
役
割
も
以
前
と
比
べ
て
拡

大
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
授
業
の
準

備
や
打
ち
合
わ
せ
の
ほ
か
、
保
護
者
へ

の
対
応
な
ど
で

勤
務
時
間
も
長

く
な
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

教
員
一
人
一

人
が
児
童
生
徒

に
向
き
合
い
、

充
実
し
た
教
育

活
動
を
展
開
す

る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
教
員

定
数
の
増
に
つ

い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
県
市
町

村
教
育
委
員
会

お
り
、
国
で
は
「
認
知
症
施
策
推
進
総

合
戦
略
」
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
認
知
症

高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
認
知
症
予
防
対
策
と
し
て
、
通
い

の
場
の
立
ち
上
げ
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

通
い
の
場
は
、
市
の
公
共
施
設
や
福

祉
施
設
で
の
活
動
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
令
和
５
年
11
月
現
在
、
市
内
13
か

所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
」
や
認
知

症
に
つ
い
て
気
軽
に
話
す
場
と
し
て

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
な
ど
が
あ
り
、
新

庄
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な

り
、
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
と
併
せ
て
、

活
動
場
所
の
拡
大
や
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
通
い
の
場
の
１
つ
で
あ

る
新
庄
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
運
営
主
体
で
あ
る
新
庄
市
社
会
福

祉
協
議
会
よ
り
、
閉
所
の
考
え
が
あ
る

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
閉
所

の
時
期
と
と
も
に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
て
い
る
利
用
者
の
受
け
皿

や
入
居
団
体
の
移
転
先
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

協
議
会
や
校
長
会
な
ど
を
通
し
て
要
望

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
教
職
員
の

一
層
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
継
続
し
て
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消
を

図
る
た
め
、
山
形
県
の
事
業
と
し
て
、

教
員
業
務
支
援
員
配
置
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
主
な
仕
事
は
、
学
習
プ
リ

ン
ト
の
印
刷
や
授
業
準
備
の
補
助
、
デ

ー
タ
の
入
力
な
ど
で
あ
り
、
今
年
度
は

市
内
の
小
中
義
務
教
育
学
校
６
校
に
配

置
さ
れ
、
教
員
業
務
の
サ
ポ
ー
ト
に
従

事
し
て
い
ま
す
。

　

県
に
お
い
て
は
、
来
年
度
は
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
す
る
学
校
の
拡
大
に
向
け
た

検
討
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
な
が
ら

教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

◎
学
校
の
ト
イ
レ
の
全
洋
式
化
と
、
女

子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。
男
子
ト
イ
レ
の
洋
式
個

室
を
増
や
し
、
気
が
ね
な
く
使
え
る
よ

う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

現
在
、
１
か
所
の
ト
イ
レ
に

最
低
１
台
以
上
の
洋
式
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
今
後
、
さ

ら
に
施
設
の
構
造
や
使
用
状
況
を
踏
ま

え
、
便
器
や
個
室
の
設
置
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
理
用
品
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
必
要
に
応

じ
て
、
常
時
、
保
健

室
で
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

髙
た か は し

橋　富
ふ み こ

美子　議員

佐
さ と う

藤　悦
え つ こ

子　議員

高齢者の活躍推進の為に

子どもの育つ権利を守るために

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

一般質問

新庄市認知症ケアパス

教員の勤務時間
平　日 土　日 １週間当たり 平日の休憩時間

小学校 11時間23分 1時間12分 59時間19分 1日5分

中学校 11時間33分 3時間7分 63時間59分 1日7分

高　校 10時間36分 3時間 59時間 1日24分
（出展：文部科学省「全国教員勤務実態調査」2022年実施より）

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
員
研
修
報
告

議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ
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◎
主
要
事
業
の
新
工
業
用
地
整
備
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
雇
用
確
保
の
重
要
施
策

で
あ
り
ま
す
。
多
様
な
雇
用
機
会
の
創
出

を
図
る
た
め
に
、
横
根
山
工
業
団
地
北
側

に
整
備
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

新
た
な
企
業
進
出
や
既
存
企
業
の

拡
張
に
よ
る
一
層
の
産
業
集
積
、
そ
し
て
、

そ
の
集
積
効
果
に
よ
る
多
様
な
雇
用
機
会

の
創
出
を
図
る
た
め
、
新
工
業
用
地
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
新
た
な
工
業
用
地
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
を
経
て
、
昨
今
の
社
会
・

経
済
情
勢
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
急
速
な
進
展

や
新
た
な
産
業
の
創
出
、
物
価
高
騰
、
深

刻
な
人
手
不
足
な
ど
の
課
題
が
顕
在
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
東
北
農
林
専

門
職
大
学
の
開
学
や
、
東
北
中
央
自
動
道

の
延
伸
な
ど
、
本
市
の
地
域
経
済
や
産
業

構
造
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
地
元
企
業

を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
環
境
も
大
き
く

変
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
今
後

の
工
業
用
地
整
備
も
含
め
、
将
来
を
見
据

え
た
企
業
立
地
施
策
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
基
本
整
備
計
画

の
策
定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
企
業
立

地
施
策
の
検
討
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
工

業
用
地
整
備
の
最
終
的
な
方
向
性
を
お
示

し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
指
定
管
理
者
の
委
託
料
に
お
け
る
人
件

費
の
算
定
方
式
を
見
直
し
て
、
早
期
に
職

員
の
生
活
を
守
る
賃
金
を
他
の
職
種
と
均

衡
の
取
れ
た
賃
金
の
基
準
に
設
定
す
る
こ

と
を
提
言
し
て
い
ま
す
が
、
市
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

市
長　

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
に
対
す

る
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、「
指
定
管

理
者
制
度
事
務
取
扱
要
領
」
に
よ
り
、
統

一
的
な
基
準
を
設
け
て
積
算
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
指
定
管
理
料
の
基
準
が
他
の
職

種
と
乖
離
が
あ
る
こ
と
は
、
市
と
し
て
も

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
指
定
管
理
料
の
う
ち
人
件

費
相
当
分
の
基
準
に
つ
い
て
、
市
の
会
計

年
度
任
用
職
員
の
同
種
と
同
程
度
の
水
準

に
な
る
よ
う
、
複
数
年
を
か
け
て
段
階
的

に
引
上
げ
を
行
う
こ
と
と
し
、
令
和
６
年

度
の
当
初
予
算
に
お
い
て
も
、
引
上
げ
後

の
基
準
に
よ
り
、
指
定
管
理
料
の
積
算
を

行
っ
て
い
ま
す
。

小
お 　 の

野　周
し ゅ う い ち

一　議員

政策提言について
質問動画は
こちらから

一般質問

  

  

  

  

  

令令和和５５年年度度主主要要事事業業のの概概要要  
 

 

目目            次次  

 

 

三 世 代 同 居 等 住 宅 取 得 助 成 事 業………………………１ 

移 住 世 帯 住 宅 取 得 助 成 事 業………………………２ 

新 中 部 保 育 所 （ 仮 称 ） 建 設 事 業………………………３ 

子 育 て 支 援 医 療 給 付 事 業………………………４ 

予 防 接 種 事 業………………………５ 

担 い 手 育 成 総 合 支 援 対 策 事 業………………………６ 

航 空 レ ー ザ 測 量 事 業………………………８ 

新 工 業 用 地 整 備 事 業………………………９ 

エ コ ロ ジ ー ガ ー デ ン 利 活 用 推 進 事 業……………………１０ 

道 の 駅 整 備 事 業……………………１１ 

最上公園整備事業（御堀端公衆便所整備事業含む）……………………１２ 

準 学 生 寮 供 給 促 進 事 業……………………１４ 

雪総合対策事業（道路の除排雪事業含む）……………………１５ 

明 倫 学 園 建 設 事 業……………………１７ 

学 校 給 食 費 補 助 事 業……………………１８ 

重 要 文 化 財 旧 矢 作 家 住 宅 保 存 修 理 事 業……………………１９ 

 

 

 

 

新新庄庄市市  

  

令和5年度
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令和５年度政務活動費の報告

会派など
政務活動費

交付額
支　出　内　容

⑧返納額
①調査研究費 ②研修費 ③広報費 ④広聴費 ⑤資料作成費 ⑥資料購入費 ⑦その他の経費 支出合計

新政・結の会（※）

山科　正仁
小嶋　冨弥
小野　周一
髙橋富美子
佐藤　卓也
山科　春美
渡部　正七
鈴木　法学
辺見　孝太
鈴木　啓太

1,560,000円 1,237,200円 0円 199,000円 0円 0円 19,800円 104,000円 1,560,000円 0円

共に創る市民の会
坂本健太郎
田中　　功
伊藤　健一

495,000円 0円 303,460円 0円 88,200円 10,450円 0円 33,000円 435,110円 59,890円

勁草21
八鍬　長一
新田　道尋

330,000円 0円 0円 0円 59,350円 52,335円 0円 22,000円 133,685円 196,315円

無
会
派

佐藤　悦子 165,000円 17,690円 40,000円 64,432円 0円 0円 30,890円 11,000円 164,012円 988円
亀井　博人 165,000円 0円 94,330円 0円 29,400円 15,750円 14,520円 11,000円 165,000円 0円
今田　浩徳 165,000円 0円 0円 0円 29,400円 0円 0円 11,000円 40,400円 124,600円
鈴木　啓太 90,000円 0円 0円 0円 0円 49,500円 2,420円 6,000円 57,920円 32,080円

政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として交付されるものです。会派別の
収支を報告します。

≪政務活動費の交付額について≫
　「会派の所属議員数×月額15,000円×11か月」で算出した額が、各会派及び会派に属さない議員に交付されています。
≪支出内容の各項目について≫
①調査研究費：会派が行う市の事務や地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費　②研修費：会派が研究会を開催するために必要な経費及び団体等が開催する研修会に参加
するために必要な経費　③広報費：会派が行う活動や市政について住民に報告するために必要な経費　④広聴費：会派が行う活動及び市政について住民に報告するために必要な経費　⑤資
料作成費：会派が行う活動のために必要な資料の作成に必要な経費　⑥資料購入費：会派が行う活動のために必要な図書、資料等の購入に必要な経費　⑦その他の経費：上記以外の経費で
会派が行う調査研究活動に必要な経費　⑧返納額：政務活動費に残額が発生したため市に返納する額。

※令和５年11月１日付で鈴木啓太議員が会派に入会。
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新庄市議会議員研修会

東北農林専門職大学を視察

15 R6.5.13

視察日：２月13日（火）
場　所：東北農林専門職大学

５年ぶり、議会報告会を開催します５年ぶり、議会報告会を開催します
～市民とともに歩む議会、開かれた議会～

　市民とともに歩む議会、開かれた議会の実現を目指す「新庄市議会基本条例」の実現に向け議会報告会を５年ぶ
りに開催します。市内６会場で開催します。都合の良い会場へお越しください。多くの皆様の参加をお待ちしてい
ます。

新庄市議会議員研修を開催し、青森大学社会学部の佐藤淳教授による「議
会基本条例の原点に立ち戻ろう」というテーマで研修を行いました。
本研修では「議会改革」について話し合いました。各議員それぞれが思い
描く「議会改革」のイメージは異なっておりましたが、佐藤教授によると議
会基本条例に対して足りない部分を改善することこそが「議会改革」である
とのことでした。その中でも議会からの「政策サイクル」について詳細な解
説があり、政策提言の重要性について講義いただきました。
各議員それぞれがこれまでの議会活動を振り返り、議会として改善すべき
点など課題について「SOUNDカード」を使いワークショップ形式で意見を
出し合いました。
今回の研修で学んだことを活かし、より良い新庄市議会となるよう議員１人１人が意識を高めていきたいと思い
ます。

市議会議員研修会として４月開学の東北農林専門職大学を視察しました。
学びの場となる教育・研究棟は４階建てで付属校の農林大学校も入り、講
義室や実験室、事務室などが配置されます。交流棟は一般の人も利用可能な
学食や図書館が入ります。
床や壁など内装には県産材がふんだんに使用され農林業の学びにふさわし
い仕様です。特に大講義室と食堂には東京五輪・パラリンピックの選手村で
使用された杉材を有効に再活用しているそうです。
全国から毎年40名の大学生が入学し、ここで学び過ごします。私たちも
学生たちを温かく見守り応援したいと思います。

開催日 会 場 担当議員

５月28日（火）
わくわく新庄 A　班 佐藤  悦子、小嶋  冨弥、亀井  博人、山科  正仁、坂本健太郎、辺見  孝太

萩野地区公民館 B　班 新田  道尋、渡部  正七、田中　  功、髙橋富美子、鈴木  啓太、佐藤  卓也

５月29日（水）

市民プラザ A　班 佐藤  悦子、小嶋  冨弥、亀井  博人、山科  正仁、坂本健太郎、辺見  孝太

八向地区公民館 B　班 新田  道尋、渡部  正七、田中　  功、髙橋富美子、鈴木  啓太、佐藤  卓也

升形公民館 C　班 小野  周一、鈴木  法学、今田  浩徳、八鍬  長一、山科  春美、伊藤  健一

５月31日（金） 雪の里情報館 C　班 小野  周一、鈴木  法学、今田  浩徳、八鍬  長一、山科  春美、伊藤  健一

時間　いずれも午後６時30分～８時（６時開場）

開催日：３月19日（火）
場　所：市役所301・302会議室
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環境にやさしい植物油インキを使用しています

■発　行／山形県新庄市議会　　■編　集／議会報編集委員会
■問い合わせ／新庄市議会事務局　〒996-8501　山形県新庄市沖の町10番37号
　　　　　　　TEL 0233-22-2111（内線302・303）　0233-23-5002（直通）
　　　　　　　FAX 0233-22-0989　E-maiL gikai@city.shinjo.yamagata.jp
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地域で活躍する皆さまの声を紹介します。

農薬や肥料を使わない自然栽培で農薬や肥料を使わない自然栽培で
世界一おいしいお米を育てる世界一おいしいお米を育てる

私は山形大学教育学部を卒業後、塾講師をしていましたが、妻
の実家への婿入りを機に就農し、江戸時代から続く米農家の８代
目となりました。

農業は未経験で、仕事は全て義父から教わりました。当初は慣
行栽培のみでしたが「幼い我が子にもっと安全なお米を食べさせ
たい」という思いから、平成22年に独学で自然栽培を学び、僅
か10aの圃場から自然栽培のお米づくりを始めました。

農薬や肥料を一切使わないので雑草対策に苦労したり、収量
が少なかったりと大変なことも多いですが、食味値（※）が90
以上と高く、令和４年、「米・食味分析鑑定コンクール国際大会」
において、コシヒカリで金賞を受賞。同年「世界最高米」原料米
に選ばれました。また、「お米日本一コンテスト in しずおか」に
おいて、３品種（コシヒカリ・ゆうだい21・つや姫）で最高金
賞や金賞を受賞し、身に余る光栄を頂戴いたしました。

現在17haで水稲を作付けし、うち1.2haが自然栽培です。GPS
付き田植機やドローンなどを活用し農作業の効率化を図っていま
す。これからは、更に規模を拡大し、有機JAS認定の取得ややま
がたGAPの認証、就農体験、グリーンツーリズムにもチャレン
ジし、新庄の農業に少しでも力になれればと思っています。

（※）米の美味しさを総合的に評価した数値賞　状

米の匠みのりガーデン　五十嵐成
しげお

生 さん

除草作業風景




